
「 ご 入 学 お め で と う ご ざ い ま す ！ 」  
 

 SGS News Letter  第１３号をお届けします。 
 

 ２０１４年４月１日より多摩大学グローバルスタディーズ学部の新学期がスタートしまし

た。学生にとっては、心が躍る期待と不安が入り混じった新生活の始まりだと思います。オリ

エンテーション期間中にTOEICの試験やプレースメント・テストなどがあり、緊張の連続で

あったかもしれません。また、多摩センターのパルテノン多摩での入学式で寺島学長や来賓の

お話を聞き、さぞかし身が引き締まったことでしょう。 

 今年度から新カリキュラムが開始になりました。少人数制、面倒見の良さ、１年次の英語集

中教育などは従来通りですが、２年次からは、これまでの３つのコースから、ホスピタリ

ティ・マネジメントコースと国際教養コースの２つのコースへ変更いたしました。ホスピタリ

ティ・マネジメントは観光を中心に、旅行業、航空会社、ホテル、空港などに就職できるよう

指導いたします。一方、国際教養コースは、基礎知識の向上を目指し、真のグローバル人材育

成を念頭に、サービス業、製造業、貿易、大学院など今後の進路を幅広く設定して、学生の

ニーズに合った教育を徹底する所存です。 

 さらに今年度より、マカオ大学、台湾の国立曁南国際大学、インドネシアのビヌス大学との

提携がスタートいたします。これまでグローバルスタディーズ学部（ＳＧＳ）は、欧米中心思

考でしたが、「アジアダイナミズム」を合言葉に、今後の日本においては、アジアとの関係が

より深まることを見据えて、そこに対応できる人材を育成することを目指してまいります。と

は言え、ＳＧＳは英語に特化した学部です。提携大学の授業は、全て英語で開講されますので

ご安心ください。 

 さらにシンガポールの南洋科技大学（NYP）との提携内容もさらにレベルアップしました。

例えば、チャンギ空港のグランドスタッフのトレーニング施設およびシンガポール航空のキャ

ビン・アテンダントのトレーニングの様子など、交換留学の一環として新たに取り組まれるこ

とになりました。 

 ４月８日から授業が始まり、大学生としての生活が本格的に始まりました。春学期１２１名

（編入生２名含む）の新入生が、夢、目標や志を抱いて入学してきました。それらを実現する

には努力や集中力が必要となります。思い思いの目標に向かって進む中で、生涯の友を見つ

け、これからの成長に伴い様々な場面に適応する力を身に付けて欲しいと教職員一同願ってお

ります。大学生活の４年間は短くも長くも感じると思います。勉学に勤しみ、仲間と切磋琢磨

して、様々なことにチャレンジすることを期待しております。これからは、失敗することを恐

れずに一歩前に出ることを試みましょう。アットホームなＳＧＳでの大学生活は、社会へ出る

前の最後の準備期間として、積極的かつ有効に活用していただきたいと思います。特に学習、

友人関係、サークル活動などで問題に直面したら、アドバイザーや学生委員会の教職員、ピア

サポーターなどに遠慮なく相談し、素直な気持ちで向き合って欲しいと思います。周囲の意見

に耳を傾けることは、柔軟性、協調性を身につけることにも繋がり、社会生活を営む上で重要

な側面の一つと考えてください。 

 最後に、大学生活は、自由を謳歌できる最後の機会とも言えますが、自分の将来を見据え

て、自己責任を持って臨んでいただきたいと考えております。 

グローバルスタディーズ学部 

学部長  安田 震一 
       （ヤスダ シンイチ） 

          William Shang 
       （ウィリアム シャング） 

学部長あいさつ 

 

６月７日（土） 

  TOEIC試験 

７月２１日（月・祝） 

  海の日（授業あり） 

７月２３日（水）２４日（木）２５日（金） 

  特別補講日 

７月２６日（土） 

  TOEIC試験 

７月２８日（月） 

  春学期 授業終了 

７月２９日（火）～８月２日（土） 

  春学期 期末試験期間 

８月４日（月）～９月１７日（水） 

  夏季休業期間 

９月１８日（木） 

  秋入学生オリエンテーション         

      / TOEIC試験 

９月１９日（金） 

  入学式 / 卒業式 / 健康診断 

９月２２日（月） 

  秋学期 授業開始 

９月２３日（火・祝） 

  秋分の日（授業あり） 

今後のスケジュール 
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 ３月２０日（木）、平成２５年度グローバルスタディー

ズ学部卒業式が湘南キャンパスの講堂で行われ、１０４名

の卒業生が新たにＳＧＳを巣立っていきました。 

 式典は、寺島実郎学長より、学位記が一人ひとりに授与

されました。また、特別表彰状が９名の学生に渡されまし

た。特別表彰は、在学中に特に優秀な成績を修めた学生に

贈られる「成績優秀者賞」と課外活動に意欲的に取り組ん

だ「課外活動賞」、国際交流に意欲的に取り組んだ「国際

交流活動賞」です。 

 学長式辞に続き、来賓祝辞では御影雅良後援会会長より

ご挨拶をいただき、後援会より記念品が代表者へ手渡され

ました。学生を代表して加藤遥さんの英語による答辞、最

後に全員による学園歌斉唱で無事幕を閉じました。卒業生

一同、社会人としてさらなる高みを目指す気持ちを改めて

いだいたことと確信しています。 

 今年は平日開催でしたが、多くのご父母の皆様にご出席いただきました。平成２６年度の卒業式も確定次第ホームページ等で掲載いたしま

す。ご子息、ご令嬢の学生生活最後の式典です。是非ご出席いただきますよう、４年生のご父母の皆様にはスケジュールの調整をお願いいたし

ます。 

 平成２５年度卒業式を挙行   
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 平成２６年度第８期生１２１名（編入生２名含む）が、４月１日（月）より気持ちも新た

に学園生活をスタートしました。 

 ４月７日（月）に、グローバルスタディーズ学部、経営情報学部の入学式がパルテノン多

摩大ホールで行われました。寺島実郎学長のことば、田村嘉浩常務理事のことば、多摩信用

金庫理事長の八木敏郎様の来賓のおことばに続いて、ＳＧＳ新入生を代表してフラーンクス 

スカイさんが、英語で力強く挨拶、大学生活への決意新たにしました。 

 式典終了後、パルテノン多摩小ホールに会場を移し保護者懇談会を開催しました。安田震

一学部長による挨拶、教職員の紹介、後援会の御影雅良会長よる後援会の活動報告の説明が

行われました。後援会の新役員候補として３名のご父母様から希望がありました。 
 

 新入生オリエンテーションは１日（火）～５日（土）で行われました。緊張の面持ちの

中、初日には先輩達による歓迎のバーベキュー大会（学生会主催）が中庭で行われました。

天候にも恵まれ、教職員や先輩達とコミュニケーションが図られました。 

 ３日目には、多摩大学での学生生活に対する期待値を高め、意欲を持って学生生活をス

タートするきっかけづくりとして、「自己の探求プログラム」を実施しました。一人ひとり

が自己理解を深め、自分の持ち味を認識すること、他者を通じコミュニケーション力の基礎

を学ぶこと、学生間での意欲を喚起し帰属意識を高めることを研修の狙いとしています。 

 セミナーでは、従来のマナー講座、健康セミナー、薬物乱用防止セミナー、防犯セミナーに加え、今年度は、性教育セミナーと交通安全

セミナーを新たに開催し、たいへん関心深く聴講していました。 

第８期生の学園LIFEがSTART!  

◎成績優秀者賞    

     星野一・加藤遥・藤城ひかり・七夕礼(以上４名) 

◎課外活動賞 

     大谷彩佳・細谷雄太・山下千絵(以上３名) 

◎国際交流活動賞 

     石洞寛恵・中西治香(以上２名) 

平成２５年度卒業生による謝恩会  

 卒業式後、１９：００より、会場をみなとみらい、横浜ランドマーク内にある「ロイヤル

パークホテル横浜」に移し、卒業生による謝恩会「Thanks Party」が１２０名以上の出席者

の中、盛大に行われました。卒業イベント実行委員のメンバーが６月からホテル関係者との打

ち合わせや準備に奔走しました。昨年と同じホテルでの開催でしたが、今年は、７０階の会場

を押さえることができ、みなとみらいの最高の夜景を楽しみながら、４年間をともに過ごした

仲間と大学生活最後の１日を満喫していました。 

 今年も３年生の後輩学生が受付スタッフとして５名参加し、来年の謝恩会についての話をしていました。５月中にホテ

ルの下見を開始し、会場を決定する予定です。 



第第1313号号  

キャリア支援課 

国際交流課 

 経営情報学部からの１名を含む６名が、国立曁南国際大学（台湾）・バルド

スタ州立大学（アメリカ）・アルゴマ大学（カナダ）、ブレーメン州立経済大

学（ドイツ）へ出発します。 

別表１                                                                          ２０１４年５月１日現在（重複内定含む） 

夏出発 交換留学生が決定しました  

長期一般留学の選択肢が広がりました 

 大学・大学付属の語学学校であれば、単位付与・奨学金申請の対象になりま

す。休学をせず最長で７ヶ月程度留学することも可能ですのでご検討ください。 

 ２０１４年３月卒（４期生）の就職は、リクルート

ワークス研究所の発表では大卒求人倍率１．２８倍とほ

ぼ前年並みの倍率（前年は１．２７倍）でしたが、学生

一人一人に対する緻密なフォローが功を奏して、就職希

望者７２名に対し６７名の就職が決定し（９３．１％）

前年を０．２ポイント上回る結果となりました。 

 また、就職以外の進路を選択した学生は、大学院や専

門学校への進学以外に留学や海外の大学院の受験準備な

どグローバルスタディーズ学部の特色を活かした進路を

選択しています。 

 キャリア支援課では就職活動時期が大幅に後ろ倒しと

なる１６年卒業に対する対応などの準備を整え、学生た

ちが満足する進路に導くために様々なキャリア支援行事

を行っています。 

主 な 内 定 先 

製造業 
三菱自動車工業(株)、中川装身具工業(株)、横浜日野自動車(株)、 

SIAC Pte Ltd、ナガタベルリッツア(株)、山田医療照明(株)、(株)アデランス  

情報通信業 
(株)ヒューマンクレスト、ネオプロモーション(株)、(株)アクセスネット、 

ＳＧＳ(株)、(株)フィールド 

運輸業、郵便業 

東日本旅客鉄道(株)、全日本空輸(株)、トレーディア(株)、丸全昭和運(株)、 

(株)日本トラフィックサービス、エリアリンク(株)、日本空輸(株) 、 

(株)新開トランスポートシステムズ、(株)エアーポートカーゴサービス 

卸売業、小売業 

プリモ・ジャパン(株)、(株)島忠、青山商事(株)、(株)ハヤシゴ、株)スタイラ、 

(株)イッセイ ミヤケ、((株)馬里奈、(株)カフェレオ、ネッツトヨタ湘南(株)、 

神奈川ダイハツ販売(株)、(株)シュガーマトリックス、(株)小泉、(株)バルス、 

(株)ハナムラオプティクス、(株)ワタナベ、(株)みのや、三栄(株)、 

ニューウェイジャパン(株)、(株)ナノ・ユニバース、(株)梅田モータース、 

アートインターナショナル(株)  

金融・保険業 富国生命保険(相)、(株)グリムス  

不動産業 
住友林業ホームサービス(株)、(株)ボルテックス、ウスイホーム(株)、 

(株)ケインズ、ナイスコミュニティー(株)、(株)日本エスコン  

飲食店、宿泊業 
(株)カトープレジャーグループ(株)エスエルディー、オノゼキトレーディング(株)、

(株)シュガーレディ、(株)くらコーポレーション、(株)庄司＜湘南台第一ホテル＞  

医療、福祉 (株)ランドネクサス  

教育、学習支援業 (株)さなる  

サ

｜

ビ

ス

業 

専門サービス (株)翻訳センター  

生活関連サービス業 (株)トリート、(株)ニラク、(株)ジンコーポレーション  

娯楽業 ダイナム、ニラク  

その他のサービス業 (株)アクア・グラツィエ、(株)インター・ベル、(株)夢真ホールディングス  

新スタッフを紹介します 

How do you do? 初めまして。 

Donny Anderson(ドニー・アンダーソン)と申します。 

出身地はアメリカ合衆国北西部のワシントン州ですが、平成 

２２年から今年の３月まで三重県にて公務員として働きなが

ら暮らしていました。自らの留学、三重県で様々な国際交流

イベントを主催した経験を活かして学生の

皆さんのグローバルな生活をサポートしま

す！宜しくお願いします。 

 ４月１７日、今年最初の国際交流イベントを行いました。英語を使ったクイ

ズやゲーム、Donny & ドイツからの交換留学生 Verenaさんによる、プチ英会

話＆ドイツ語講座と盛りだくさんの９０分でした。  

国際交流コーナーを 

利 用 し た 英 会 話 

タイムを月１回の

ペースで開催してい

ます。  

 ２０１４年２月２７日（木）午後６時３０分からグランドホテル湘南にて、グローバルスタディーズ学部主催、

寺島学長基調講演による「グローバル化する観光産業の人材育成と活用」シンポジウムを藤沢商工会議所のご後援

を得て開催しました。 

 当日は、JRの人身事故にもかかわらず、湘南地区の高校の先生や企業の方を中心に約１５０名の方にご参加いた

だきました。石井藤沢副市長のご挨拶に続き、まず、安田学部長の「学部紹介・今後の展開」、堂下准教授による

「おもてなしのグローバル化への貢献－多摩大学の教育現場から」というグローバルスタディーズ学部での具体的

な教育やグローバル・ホスピタリティに関する講演を約４０分おこないました。その後、寺島学長による約１時間

の基調講演「時代認識と観光・ホスピタリティ～Integrated Resort（カジノを含めた統合型リゾート）の視座

～」がおこなわれました。ご参加の皆様には、今後日本社会の観光を含めたホスピタリティ産業が必要としている

人材の育成、及び今後の観光の在り方について、熱心にお考えいただき、シンポジウムは終了しました。 

 また、講演終了後の懇親会には、約１２０名の方にご参加いただき、寺島学長を始めとする本学教職員と参加者

の懇談・名刺交換で盛大なイベントとなりました。参加者の方からは、今後も開催を期待するという声が多く聞か

れ、午後９時３０分に終了しました。 

グローバルスタディーズ学部主催、寺島学長基調講演による 

「グローバル化する観光産業の人材育成と活用」シンポジウム開催報告   



竹内 一真 先生 Kazuma Takeuchi 

新任教員挨拶 

 初めまして、この度４月より多摩大学グ

ローバルスタディーズ学部に赴任致しまし

た竹内一真と申します。本学では「職業理

解とキャリア」と「キャリア形成論」を担

当しております。これまでは関西の兵庫県

西宮市にある大手前大学にて、研究員とし

て大学生の就職支援やキャリア支援を担当

して参りました。また、研究では大学生や企業人のキャリア発達を取り

扱っており、専門分野としては教育心理学や経営学になります。 

 実はＳＧＳとは浅からぬご縁がございます。私が関西で大学院に進学す

る前に１年にも満たない間ではございますが、職員としてＳＧＳにお世話

になっておりました。その時はＳＧＳが設立して１年目ということもあ

り、学生も１年生しかおりませんでした。その後、無事大学院を修了し、

大手前大学にて務めた後、幸運にも多摩大学に戻ってくることができまし

た。私が勤めておりましたときから６年の月日が流れ、キャンパスには１

年生から４年生まで活発に学生生活を送っております。そのような状況を

見るにつけ、感慨を感じ、同時に彼らとともに過ごす多摩大学での生活に

興奮を覚えております。 

 私の生まれは横浜市金沢区になります。よくよく学生と話してみると、

同じ小学校に通っていた学生がいたり、実は実家の近くに住んでいると伝

えられたりすることがあり、驚くということが多々あります。関西の大学

にいたときは、そもそも横浜に住んでいた学生に出会うことがあまりな

かったため、とても新鮮な体験です。また、学生・職員・教員が皆一様に

暖かく、学生が気軽に教員や職員に話しかけている様子から、少ない人数

だからこそできるアットホームな雰囲気を感じます。 

 今、企業はグローバルな感覚を持った人材を強く欲しております。それ

は単に英語が喋れればよいというわけではなく、多くの異なるバックグラ

ウンドを持った人々と臆することなく、しかし配慮を持ってコミュニケー

ションをしていく能力です。わずかな期間ではありますが、私が接した学

生を拝見しておりますと、そのような素養をもった学生を数多く見かけ、

心強く思っております。微力ではございますが、私自身がこれまでの研究

や仕事を通じて得た経験を少しでも多く学生に伝えていければと強く思っ

ております。 

市岡 浩子 先生 Hiroko Ichioka 
新任教員挨拶 

 みなさん、こんにちは。４月からグローバ

ルスタディーズ学部のお仲間に入れて頂いた

市岡浩子です。着任初年度の担当科目は、

｢Listening and Pronunciation」、「Travel 

and Tourism Workplace English」、

「Internship Abroad」、そして、「インター

ゼミナール」です。 

 東京出身の私ですが、大学卒業後、民間会社で３年半ほど勤め、「観光

学」を学ぶために、米国の首都にあるジョージワシントン大学に留学しま

した。同大学では、観光学で修士課程および博士課程を修了しました。滞

米中は、トラベルジャーナリストやリサーチアナリスト、観光ガイドや通

訳などの仕事をフリーランスでしながら、学生生活も堪能しました。足掛

け９年間を米国で過ごしましたが、「留学」は、私の人生を確実に豊かに

し、自身の人格を建設的に築いてくれていったと確信しています。様々な

場面で助けてくれた世界各国からの友人達、導いてくれた恩師達、そし

て、離れていても支えてくれた日本の家族や友人達…全てが私のかけがえ

の無い財産です。全て留学あって得られた財産でした。そんな経験と感動

をＳＧＳで学ぶ学生のみなさんと共有したいと切望し、みなさんが「グ

ローバル人財」となることを、様々な場面を通じてささやかながら支援し

たいと願っています。 

 帰国後は、「大好きな北海道（札幌）」で１５年、大学で教鞭を執って

きました。この仕事をして得られる財産は「在学生と卒業生」です。「元

気」「本気」「やる気」だけが取り柄の私ですが、それを受け止め「母さ

ん」と呼んでくれる卒業生や在学生こそ、大学教員の職を得られた私の

「財産」です。 

 すなわち、これからは、ＳＧＳで学ぶみなさんが、私にとって「将来的

な財産」です。ＳＧＳの学生さん達は素直で礼儀正しい！AEPのクラスで

もお話ししたのですが、授業終了後「ありがとうございました」と言って

くれるのは、本当にうれしいですし、是非ＳＧＳの「伝統」にして頂きた

いです。 

 素直な学生さん達、丁寧にご指導・ご支援してくださる教職員の皆様に

出会えて、私は本当に幸せです。これからも、「家族」として、がんばっ

ていきましょう！ 

 グローバルスタディーズ学部では、文部科学省の助成を得て、地域と交流することができるコミュニケー

ションスペースの設置を行いました。 

この場所は地域に開放を行い、教職員及び学生が、地域の抱える課題や要望に応えるためのワークショップ

や公開講座の開催をとおして、地域貢献することを目的としています。 

 ２０１４年３月２８日（金）には、地域への学習支援として、近隣の小学生を対象に「わくわく英語教

室」を開催しました。英語の授業が本格的に始まる前の小学校4年生を中心に、英語への抵抗がなくなること

を目的とした英語を使ったアクティビティや、ゲームを行い、楽しみながら自然に英語に触れるプログラムを実施しました。小学生は積極的に

プログラムに参加し、本学の教職員及び学生とのコミュニケーションも深まり、講座の今後の展開を期待する声も多く聞かれました。 

 地域交流のためのコミュニケーションスペース整備   


